
 

 

イ うつくしま有機農産物生産システム確立事業（再掲） 

有機農産物生産者と消費者の絆づくり交流会の開催やその他ＰＲ活動などを実施し、消

費者等の有機農産物に対する理解の促進を図ります。 

また、地元の農産物を扱う実需者と有機栽培に取り組む農業者を交え、有機農産物の利

用促進に向けた課題やその具体的な解決策について検討を行い、有機農産物に対する理解

や利用の促進を図ります。 

 

ウ 食彩ふくしま有機農産物等販路開拓事業 

首都圏等で有機・特別栽培農産物のこだわり農産物を主に扱う流通業者等の実需者を県

内産地へ招き、商談会や産地交流会を通して、消費拡大と販路開拓を図ります。 

 

エ ふくしま米魅力アップ推進事業 

特別栽培米やエコファーマーにより栽培された米について、産地が自ら行うマーケティ

ング調査、交流会の開催や販路開拓のためのＰＲ資材の作成等を支援します。 
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福島県における有機栽培の取り組み（福島県農林水産部）



 

 

私 と 有 機 農 業  

丹野 幸雄（有機農業者 福島県福島市） 

 

・ 私が現在生活している処は、山に囲まれた地域で、中心が田んぼです。そこを囲むよ

うに、畑と民家がある静かなところです。 

・ 昔は、田は米、畑は桑園で養蚕が盛んでした。 

・ 私は卒業と同時に就農し、米作りと養蚕でスタートしました。 

・ 平成に入り、まゆの価格の下落に伴い、大部分の養蚕農家が養蚕をやめてしまいまし

た。残された桑園が、現在は荒れ放題になっています。 

・ 私は養蚕をやめると同時に、一年かけて桑の木を抜き、いずれ何かを作る時のために

整地をしておきました。 

・ 米価の下落と後継者不足から耕作の依頼も少しずつ増え、受託作業も始めました。 

・ 畑の利用を考えていた時、ひとりで有機農業に取り組んでいた友人が私を誘ってくれ

ました。しかし最初は不安があり、すぐに返事はできませんでした。 

・ 平成 8 年に再び声をかけてくれた時、自分も有機農法で野菜を作ろうと思いました。 

・ 平成 9 年に二人で自然農法松川生産組合を結成しました。ジャガイモ作付 60a から

取り組む少々不安なスタートとなりましたが、食べてみて初めてわかったことは、と

にかく今までとは全然味が違うことです。驚くほど甘く、おいしい。 

・ イモを近所の人々に食べていただいたら、おいしいと言ってくださり、その後毎年注

文が来ます。 

・ 次に考えたのがこの有機野菜を学校給食へということです。子ども達に、安全でおい

しい野菜を食べてもらいたくて、私がジャガイモと玉ネギ、友人がニンジンというこ

とで始め、何年か実行しました。 

・ 平成 12 年に有機 JAS 認証を受けました。 

・ 平成 17 年度福島市農業賞を夫婦で受賞しました。 

・ 平成 20 年に県の有機認証を受けました。 

・ 現在は、カボチャ、ジャガイモ、玉ネギなど 150a を栽培しています。 

・ 平成 19 年より、福島市の取り組み事業である「農のマスターズ」の講師として、野

菜作りを、有機農業を誘ってくれた友人と二人で教えています。農業をやってみたい

方々30 名を対象とし、期間は 3 月～11 月です。今年は 2 年目です。 
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新 規 就 農 者 の 有 機 農 業  

関 元弘（有機農業者 福島県二本松市） 

１ ． 新 規 就 農 の 経 緯  
私が就農した旧東和町（合併して二本松市）は、阿武隈山地の西斜面に位置する典型的

な中山間地域で、養蚕日本一と言われたこともある所です。昭和５０年代の航空写真を見

ますと、僅かな平地と緩傾斜地は水田と畑に、山の斜面は段々に拓き桑園として無駄なく

利用しているのが分かります。当時は、養蚕、水稲、数頭の牛というのが標準的な営農だ

ったそうです。しかしながら、養蚕が衰退し、米価が低迷する現在では桑園や不便な水田

は耕作放棄され、荒れ放題となっています。世の趨勢なのでやむを得ないことかも知れま

せんが、先人の苦労を想うと残念でなりません。 

現在は、養蚕全盛の時の勢いこそないですが、水稲の他、果樹、花卉、畜産、野菜と、

気候風土に合った環境に優しい農業が行われています。 

そんな東和町に、前職在職中、２年間派遣される機会に恵まれました。生まれも育ちも

都会育ちの私にとっては始めての「田舎暮らし」で驚きの連続でしたが、困っている時は

助け合う、大仕事は皆で片付けるという「結い」の考えが残っていて、経済効率、貨幣価

値だけでは計れない部分もあるものだと感銘を受けたものです。その影響と元来の農業志

向が高じて、東和に戻り有機農業を始めることになりました。 

２ ． 新 規 就 農 と 有 機 農 業  
野菜農家で半年近く研修を受け、紹介された家と桑園を借り受けました。桑園は２０年

以上放棄されていてジャングルのようでしたが、近所の農家の応援により普通畑に戻りま

した。翌年入手した田圃も１０年以上放棄されたものですが、重機により復田しました。 

自然や生態系との調和を目指して、慣行栽培には手を初めず有機栽培からスタートしま

した。指導を受けている産直グループの農家の方々は、完熟堆肥施用の減農薬栽培が基本

なため、教わること全てを適用する訳にもいかず、聞き知った知識で試行錯誤しています。

そのため、失敗多く、まずは慣行栽培から始めろと言われる始末です。確かにプロから見

れば徒労ばかりなのかも知れませんが、慣行農法の良さ（楽さ？）を知らず、手のかかる

ことをしても苦労と思わない点は不幸中の幸いかも知れません。 

３ ． 現 在 の 取 り 組 み 状 況  
新規就農２年目の営農状況は、キュウリ 1.5 反、インゲン 0.5 反、水稲 1 反、麦大豆 1

反、チョロギ 0.3 反、その他 2 反となっていて、全て無農薬無化学肥料栽培です。有機

農業らしく、在来品種で多品種少量生産をしたいところですが、出荷先や収益性を考慮し

て、露地栽培のキュウリ、インゲンを主力にしています。 

就農まもなく技術的な蓄積がないので、独自の農法を持つに至りませんが、 
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新規就農者の有機農業（関元弘）



 

 

１）耕起は最小限にとどめる 

２）敷き草などの有機物マルチをして畑の表土を剥き出しにしない 

３）作物と競合する雑草のみを除く草生栽培を行う 

を当面の方針としています。 

今後の試行錯誤により栽培方法は変わっても、無農薬・無化学肥料は変えないつもりな

ので、本年５月に有機ＪＡＳ認証の申請をし、現在審査中です。 

○有機栽培の取り組み例 

キュウリ・インゲン 肥料を有機質に変えただけの有機栽培。ただ、圃場の草は天敵扶

養のため過度に刈らない。 

水稲 無施肥。田植え後に、コメ糠 60kg/反、屑大豆 50kg/反のみ。

抑草できないものは、６月中人力除草。追肥なし。 

その他 堆肥、敷き草、緑肥を活用。可能な限り不耕起。 

４ ． 有 機 農 業 を 始 め て み て  
浅はかな知識で取り組んだ１年目。穀物類はそこそこでしたが、キュウリは、試しに作

ったボカシ肥は未熟で病虫害を誘発させ、投入資材の見当がつかず肥料不足で子蔓も延び

ず曲がり果だらけ等々散々な結果に終わりました。 

反省してみると、 

① 設備・機械、技術がないため、自家製の良質な堆肥やボカシ肥を作ることができない。 

② 有機ＪＡＳに適合する資材が少なく、高価なものが多い。 

③ 生態系ができるまで病虫害を我慢するしかない？ 

④ 慣行栽培と同じ考え(Ｎ：○kg/反等)で施肥してよいかどうか。 

等々の課題が残ります。ただ、問題の源は、有機農業ゆえよりは新規就農者ゆえとも言

えそうですが。 

そのような中、ジャパンバイオファームの小祝先生のお話を聞く機会があり、有機栽培

に必要な知識を得て、土壌分析に基づいた施肥設計の重要性を実感しました。以後、土壌

分析の機材を揃え、分析に基づいた施肥に向け勉強中です。 

５ ． 今 後 に つ い て  
開墾したばかりで生態系もできておらず、十分な腐植もない畑には有機質の投入が必要

ですが、設備や労働力、時間を十分取ることができないので、当面は、分業と割り切って、

購入有機資材等の施用でいこうと思っています。 

しかしながら、有機農業は、化成肥料を有機質肥料に変えるだけのものではなく、地域

にあるもの、身近にあるものを活かして耕地の生態系を豊かにして、土の力で作物を育て

ることだと思うので、ある程度土が豊かになったら、自然の有機的な循環を目指し、より

環境に優しい有機農業（自然農法？）に切り替えられればと良いなと思っています。 
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「食」のグローバル化が進むなかで、わが国の食料自給率は大幅に下がり、私たちの周りには輸入食品が

非常に多くなっています。そんな今こそ、私たちの食生活をはじめ、わが国の農業、食料自給のあり方を

見直す時期だと思います。いっぽう、わが国では地域の環境と密接なつながりをもつ農業、自給率向上の

切り札であり持続性のある農業、すなわち有機農業の推進を法律で定め、地方自治体でも有機農業推進へ

の取り組みがなされようとしています。しかし、有機農業を理解している方が少ないのが現状です。有機

農業とはどういう農業なのか、化学肥料と農薬を使わなければ有機農業なのか、日本の農業を有機農業に

転換することは可能なのか、などなど質問、疑問は尽きません。 

そこで、有機農業技術会議では、有機農業にご造詣の深い専門家の方々に講師になっていただき、有機農

業について総合的に学べる場「有機農業大学講座」を開催することにしました。 

詳しくはウェブサイト（www.ofrc.net）にてご案内致します。 

 

開 催 日 2008 年 10 月 7 日（火）～8 日（水） 

開催場所 島根県立大学浜田キャンパス（島根県浜田市） 

資 料 代 1,000 円（予定） 

後 援 農林水産省・島根県・浜田市・島根県立大学（予定） 

講 師 井口隆史氏（島根大学・寧夏大学国際共同研究所）・

佐藤忠吉氏（木次乳業・予定）西村和雄氏（有機農

業技術会議）・橋本力男氏（堆肥・育土研究所）ほか 

 

JR「浜田」駅から「県立大学」行きのバスで 10 分～15 分 

www.ofrc.net 




